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町
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世
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一
 

去
る
十
月
二
日
総
予
算
額
一
一

百
四
十
万
円
（
う
ち
市
費
八
十

万
円
、
県
費
百
六
十
万
円
）
 
で

着
工
し
、
今
月
未
に
竣
工
の
予

定
で
す
。
 

事
業
内
容
は
午
前
は
幼
児
、
 

午
後
は
低
学
年
児
童
の
集
団
指

導
を
主
と
し
、
諸
遊
具
を
用
い

て
の
組
織
的
な
体
育
遊
び
、
危

険
回
避
能
力
の
養
成
、
ま
た
は

音
楽
、
読
書
、
紙
芝
居
な
ど
に

よ
り
、
幼
児
、
児
童
の
情
操
を

豊
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

す
。
幼
児
、
低
学
年
児
童
の
指

導
に
支
障
の
な
い
と
き
は
、
子

供
会
等
に
自
由
に
利
用
さ
せ
そ

れ
ら
の
集
団
活
動
も
指
導
す
る
 

児
童
舘

と
老
一人
ホ

ー
ム
 

一
児
童
会
舘
一
 

1 
I 

す
る
計
画
で
す
。
 

建
設
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
将
来
は
さ
ら
に
花
だ
ん
や
池
を
つ
 

送
る
人
女
や
、
遊
び
場
に
め
ぐ
ま
れ
な
い
子
供
た
ち
の
楽
園
と
 

く
り
、
芝
生
を
め
ぐ
ら
し
、
ぶ
ら
ん
こ
、
す
べ
り
台
、
砂
場
な
 

ど
も
備
え
て
児
童
遊
園
地
を
つ
く
る
な
ど
、
さ
び
し
い
老
後
を
 

五
 

所 川 原 市 広 報 の
あ
と
地

（
二
七
一
七
坪
）
 
に児
童
舘
お
よ
び
老
人
ホ
ー
ム
の
 

（青森県） 

下
平
井
町
に
建
設
 

明
春
に
は
完
成
予
定
 

〕
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ョ
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一
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玉
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島
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児童郡 

そ
の
ほ
か
勤
労

青
少
年
の
グ
ル
 

ー
プ
活
動
を
促

進
し
、
明
る
い

人
間
関
係
の
形

成
、
健
全
な
余

暇
利
用
の
指
導
 

『
母
の
会
』
な

ど
地
域
子
供
会

の
育
成
組
織
の

助
長
な
ど
も
併

せ
て
お
こ
な
う

こ
と
に
な
つ
て

お
り
ま
す
。
 

（
写
真
は建
設
」
 

「中
の
児
童
舘
、
 

,
,
 

ー
 
ー
 
総
工
費
一
一

ム
 

千
百
三
十

一
 
七
万
五
千

ホ
 
円

（
う
ち
 

、
 
国
費
五
百
 

・

ン
 
九
十
六

万
 

d
4
 
一
一
千
五
百
 

円
、
県
費

一
千
二
百
四
十
三
万

一
千
二
百
五
十
円
、
 

市
費
二
百
九
十
八
万

一
千
二
百
五
十
円
）
 

で
去
る
十
月
一
日
着

工
し
、
来
春
三
月
三

十
一
日
竣
工
の
予
定
 

， 昔から泥棒ひとツョイ、 火事は丸やけという言葉があり 

I ます。 これから年の瀬になりますと、 なんとなく心がざわ

七 めき、 ちよつとの留守に火事を出すことがしばしばありま 

I すr こうしたことから先づは心の戸締りをと市婦人会連絡 

5 協議会長の佐藤貞さんら30余名の会員は、 10日午後市消 

I 防署を訪問、 日夜私たちのためにご苦労いただき感謝にた 

‘いません、と署員を慰問、杉野署長らと懇談したあと、杉 

1 野署長、小山内副長の案内で仮寝室、通信室、待機室など 

g 署内を見学、署員の出動訓練をつぷさに見て日頃の苦労を 

1 しのんでいた。 

I 署麓欝嵐慧L 
市婦連消防署慰問 

署員の訓練に感心 
」ト
ト
』
 

 

に
な
つ
て
い
ま
す
。
 

収
容
人
員
は
五
十
人
で
、
八

丁
の
和
室
十
一
、
夫
婦
用
四
丁

半
の
和
室
三
、
そ
の
ほ
か
診
察

室
、
静
養
室
、
休
憩
室
、
寮
母

室
、
応
接
室
、
祭
だ
ん
室
な
ど

十
数
室
か
ら
な
る
も
の
で
、
め

ぐ
ま
れ
な
い
余
生
を
静
か
に
送

る
に
ふ
さ
わ
し
く
、
各
和
室
は

明
る
く
、
採
光
充
分
に
設
計
さ

れ
て
お
り
、
近
代
的
な
施
設
に

な
る
予
定
で
す
。
 

（
収
容
資
格
に
つ
い
て

は
次

頁
の
と
お
り
で
す
。
）
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（写真は新町アパートの火災現場） 

ク
火
事
だ

ク
ダイ
ヤ
ルー
ー
九
 

火
の
元
に
ま
づ
注

意

を
 

非
常
ロ

の
確

保
も
 

一
 一
 

収
 

と
と
し
も
火
災
の
シ
ー
ズ
ン

を
迎
え
ま
し
た
。
 

火
災
の
防
止
は
な
ん
と
い
つ

て
も
火
事
を
出
さ
な
い
よ
う
に

つ
と
め
る
こ
と
が
第
一
要
件
で

す
。
不
幸
に
し
て
出
火
し
た
場

合
は
被
害
を
最
少
限
度
に
く
い

と
め
る
ふ
だ
ん
の
対
策
と
、
と

つ
さ
の
機
転
が
必
要
で
す
。
 

こ
れ
か
ら
降
雪
期
に
か
け
て

の
火
災
に
は
尊
い
人
命
を
あ
た

ら
失
う
と
い
う
事
態
が
缶
H

ふ

え
て
お
り
ま
す
。
 

こ
れ
と
い
う
の
も
防
寒
の
た

め
の
雪
囲
い
に
は
こ
ま
ご
ま
と
 

よ
く
意
を
く
ば

り
ま
す
が
、
不

時
の
火
災
に
際

し
て
の
対
策
に

は
案
外
う
と
く

せ
つ
か
く
、
広

い
窓
ロ
や
縁
側

が
あ
り
な
が
ら

巌
重
に
塞
ぎ
す

ぎ
非
常
ロ
の
役

目
を
果
さ
ず
、
 

逃
げ
ロ
は
囲
い

で
せ
ば
め
ら
れ

た
出
入
ロ
ひ
と

つ
と
い
う
例
が

あ
げ
ら
れ
ま
す

単
に
雪
囲
い
の

み
で
は
な
く
死

傷
者
の
出
る
多

く
の
例
は
非
常
 
 

ロ

（
階
段
）
 の
な
い
こ
と
が
原

因
し
て
お
り
ま
す
。
 

防
寒
も
健
康
上
必
要
な
こ
と

で
す
が
不
慮
の
災
わ
い
に
対
し

て
の
方
策
も
充
分
考
慮
し
て
雪

囲
い
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
も

の
で
す
。
 

火
元
が
隣
近
所
に
対
す
る
迷

惑
と
不
信
を
か
う
と
い
う
お
そ

れ
か
ら
、・
ひ
そ
か
に
消
し
と
め

よ
う
と
し
て
自
分
の
手
に
あ
ま

り
あ
る
い
は
気
持
ち
の
ど
う
て

ん
か
ら
う
ろ
う
ろ
す
る
う
ち
に

心
な
ら
ず
も
大
事
に
い
た
つ
た

と
い
う
例
が
み
う
け
ら
れ
ま
す
 
 

発
見
者
は
こ
と
の
大
小
に
か
か

わ
ら
ず
早
期
通
報
の
手
を
打
ち

そ
の
の
ち
臨
機
応
変
の
処
置
に

よ
り
被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め

る
機
転
が
必
要
で
す
。
 

さ
る
十
一
月
十
二
日
未
明
三

名
の
焼
死
者
と
重
軽
傷
十
数
名

を
出
し
、
損
害
額

一
五
〇
〇
万

円
に
の
ぼ
つ
た
市
内
7
パ
ー
ト

の
火
災
も
、
前
か
ら
非
常
ロ
の

配
慮
が
な
さ
れ
、
今
少
し
火
災

の
発
生
を
早
く
知
る
こ
と
が
で

き
た
な
ら
、
も
つ
と
小
さ
な
被

害
に
と
ど
め
る
こ
と
が
で
き
た

も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
 

な
お
市
消
防
本
部
が
こ
の
ほ

ど
ま
と
め
た
こ
と
し
一
月
か
ら

十

一
月
末
ま
で
の
火
災
白
書
に

よ
り
ま
す
と
、
火
災
の
件
数
が
 

明
春
完
成
予
定
で
工
事
を
進

め
て
い
る
老
人
ホ
ー
ム
の
入
所

資
格
者
は
、
満
六
十
五
才
以
上

の
老
人
で
、
つ
ぎ
の
各
項
に
該

当
す
る
人
で
す
。
 

（
一
）
 身
体
上
、
精
神
上
ま
た

は
環
境
上
の
事
情
 

①
 
身
体
上
ま
た
は
精
神
上

の
障
害
の
た
め
日
常
生
活
に
支

障
が
あ
り
、
か
つ
そ
の
老
人
の

世
話
を
お
こ
な
う
養
護
者
が
な

い
か
、
ま
た
は
あ
つ
て
も
適
切

に
お
こ
な
う
こ
と
が
で
き
な
い

と
認
め
ら
れ
る
場
合
 

②
 
家
族
ま
た
は
家
族
以
外

の
同
居
者
と
の
同
居
の
継
続
が

老
人
の
身
を
著
し
く
害
す
る
と

認
め
ら
れ
る
場
合
 

③
 
住
居
が
な
い
か
、
ま
た

は
あ
つ
て
も
そ
れ
が
狭
院
で
あ

る
な
ど
環
境
が
は
な
は
だ
し
く

悪
い
状
態
に
あ
る
た
め
老
人
の

心
身
を
著
し
く
害
す
る
と
認
め

ら
れ
る
場
合
 

（
一
一
）
 
経
済
的
事
情
 

①
 
生
活
保
護
法
に
よ
る
保

護
を
受
け
て
い
る
世
帯
に
属
す

る
場
合
 

②
 
当
該
老
人
の
属
す
る
世

帯
の
生
計
中
心
者
が
地
方
税
法
 

に
規
定
す
る
市
民
税
の
所
得
割

を
課
さ
れ
で
い
な
い
者
で
あ
る

場
合
 

な
お
市
内
に
は
現
在
約
六
〇
 

四
〇
件
、
損
害
額
が
ニ
ニ
四
五

万
円
と
昨
年
同
期
に
く
ら
べ
件

数
で
は

一
件
多
く
、
反
対
に
損

害
額
で
は
約
三
三
〇
万
円
少
な

く
な
つ
て
お
り
ま
す
。
 

こ
れ
は
火
災
の
早
期
発
見
、
 

市
民
の
み
な
さ
ん
の
協
力
に
よ

る
早
期
通
報
で
、
火
災
を
小
火

で
く
い
と
め
て
い
る
こ
と
が
あ

ら
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
 

原
因
別
に
み
ま
す
と
毎
年
の

こ
と
な
が
ら
ト
ツ
プ
は
子
供
の

火
遊
び
で
十
三
件
、
石
油
コ
ン

ロ
に
よ
る
火
災
が
五
件
、
タ
パ

コ
四
件
、
 プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
、
煙

突
が
三
件
、
放
火
、
石
油
類
が

一
一
件
、コ
タ
ッ
残
火
不
始
未
、
 

電
気
7
イ
ロ
ン
な
ど
が
そ
れ
ぞ

れ
一
件
と
な

つ
て
お
り
ま
す
。
 

人
の
該
当
者
が
お
り
ま
す
。
 

こ
の
ホ

ー
ム
に
入
り
た
い
方

は
福
祉
事
務
所
ま
た
は
近
く
の

民
生
委
員

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
 

中
川

公
民
舘

今
月
末
に
竣
工
 

地
元
住
民
の
多
年
の
要
望
で

あ
つ
た
中
川
公
民
舘
は
さ
る
十

月
か
ら
総
工
費

一
六
〇
万
円
で

工
事
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
い

よ
い
ょ
今
月
末
に
竣
工
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
同
公
民
館
は

木
造
モ

”
タ
ル
塗
二
階
建
で
階

下
は
集
会
室
、
事
務
室
な
ど
で

四
十
一
坪
、
二
階
は
十
坪
の
会

議
室
と
な
つ
て
お
り
ま
す
。
 

昭和38年 12月 15 日 
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功
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ム
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一
、
と
 

き
・

・
 
昭
和
三
十
九
年
一
月

一
日
午
前
十
時
三
十
分
 

“
一
、
と

こ
ろ

・i

中
 
央
 
公
 
民
 
舘
 

」
一
、
会
 
費
 

i
・
三
〇
〇
円

（
申込
み
と
同
時
に
お
ね
が
い
し
 

“
 
ー
．
 

 

ま
す
）
 

ー
ー
 

“
「
 
申

込

み
 
…
・
市
役
所
秘

書
企
画
課
及

び

商
工
会
議
所

へ
 

“
 

十
二
月
二
十
五
日
ま
で
申
込
み
く
だ
き
い
。
 

~
 
t才
ニ
叶
王
E
り
低
グ
中
辺
み
は
旦
刷
の
都
A
旦
で
名
簿
に
掲
載

一
 さ
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
o
 

‘
ー

ー
ー
ー

・
・

ー
ー
“

‘
…
 

…
 

《
・
・
‘
 

老
人
ホ
ー
ム
の

入
所
資
格

は
 

六
十
五
才

以
上
で

す
 



喫
 

！
ー
ー
、
、
 

市
消
防
団
の
幹
部
会
は
九
日
午
 

雨森永一氏 

新
．
旧
行
事
の

一
本
化
 

新
正

月
の
希

望
多
い

各
町
村
に
も
協
力
を
 

ニ 	ユ 	ー 	ス 	 昭和38年 12 月 15 日 政
 

市
 

西
北
五
社
会
教
育
事
務
担
当

者
連
絡
協
議
会
で
は
、
新
・
旧

正
月
の
い
づ
れ
を
希
望
す
る
か

の
意
見
調
査
を
お
こ
な
い
ま
し

た
が
、
こ
の
ほ
ど
そ
の
結
果
が

ま
と
ま
り
ま
し
た
。
 

こ
の
調
査
に
よ
る
と
五
所
川

原
市
の
場
合
は
新
正
月
で
や
り

た
い
人
が
五
十
一
人
、
旧
正
月

で
や
り
た
い
人
が
三
十
八
人
と

な
つ
て
お
り
，
そ
の
項
目
別
で

一
 
は
、
新
正
月
で
や
る
よ
hつ
に
よ

ス
 
ー
 
び
か
け
て
も
ら
い
た
い
三
十
六

人
、
み
ん
な
そ
ろ
わ
な
く
て
も

新
正
で
や
り
た
い
六
人
、
町
と

歩
調
を
合
せ
て
新
正
で
や
り
た

い
九
人
、
旧
正
で
や
り
た
い
人

は
、
家
業
に
都
合
悪
く
て
新
正

は
で
き
な
い
二
十
五
人
、
神
社

や
寺
の
関
係
で
新
正
で
は
や
り

た
く
な
い
一
人
、
旧
正
で
な
い

と
正
月
気
分
が
出
な
い
十
二
人

と
な
つ
て
お
り
ま
す
。
 

こ
れ
を
西
北
五
全
部
あ
わ
せ

て
み
る
と
、
新
正
で
や
り
た
い
 

‘
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、ー
 

児
童
扶
養
手
当

申
請
は
早
目
に
 

児
童
扶
養
手
当
は
つ
ぎ
の
各

項
に
該
当
す
る
人
に
対
し
て
支

給
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
ま
た
手

当
の
申
請
を
し
て
い
な
い
人
は

市
福
祉
事
務
所
に
申
込
み
く
だ

さ
い
。
 

①
 
父
母
婚
姻
を
解
消
し
た
場
 

Aロ
 

の
 
父
が
死
亡
し
た
場
合
 

③
 
父
が
廃
疾
の
状
態
に
あ
る

④
 
父
の
生
死
が
明
ら
か
で
な

い
 

⑥
 
父
が
児
童
を
引
き
続
き
一

年
以
上
遺
棄
し
て
い
る
 

⑥
 
父
が
法
令
に
よ
つ
て
引
き

続
き
一
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て

い
る
 

⑦
 
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
生
れ

た
児
童
な
の
で
父
が
な
い
、
 

⑧
 
棄
児
な
ど
で
父
が
い
る
か

い
な
い
か
が
明
ら
か
で
な
い
 
 

五
二
八
人
、
旧
正
月
で
や
り
た

い
三
一
九
人
と
新
正
月
を
希
望

す
る
人
が
多
く
、
こ
れ
に
も
と

づ
い
て
同
協
議
会
で
は
新
正
月

一
化
本
を
実
施
す
る
態
度
を
内

定
し
て
お
り
、
嫁
婿
、
奉
公
人

等
の
関
係
先
に
周
辺
市
町
村
の

婦
人
会
等
を
通
じ
て
『
新
正
月

に
は
是
非
遊
び
に
よ
こ
し
て
も

ら
た
か
』
『新
正
月
に
 
遊
び
に

や
る
か
ら
受
け
入
れ
て
も
ら
い

た
い
』
 の
二
項
を
徹
底
し
て
お
 

五
所
川
原
婦
人
会
連
絡
協
議

会
、
市
内
各
地
区
婦
人
会
で
は

今
年
の
正
月
か
ら
新
正
月
を
お

祝
い
し
ま
し
よ
う
と
、
チ
ラ
シ

を
発
行
し
、
み
な
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。
 

み
ん
な
揃
つ
て
新
正
月
 

を
祝
い

ま
し

よ
う
 

今
年
か
ら
旧
正
月
を
や
め
て
新

正
月
に
す
る
こ
と
を
市
内
全
部

の
婦
人
会
で
き
め
ま
し
た
。
 

み
な
さ
ん
も
是
非
ご
協
力
下
 

後

一
時
か
ら
市
役
所
会
議
室
で
 

開
か
れ
十
五
日
で
任
期
満
了
に
 

な
る
神
武
団
長
の
後
任
に
市
内
 

ね
が
い
す
る
こ
と
に
し
て
お
り

ま
す
。
 

新
正
希
望
の
主
な
る
意
見
は
 

①
 
児
童
が
冬
季
休
業
中
な

の
で
他
に
関
係
な
く
新
正
で
や

つ
て
い
る
、
自
分
に
も
家
胤
に

も
都
合
が
よ
い
（
教
員
ニ
五
才
）
 

②
 
農
村
で
も
新
正
で
や
ろ

う
と
思
え
ば
や
る
こ
と
が
で
き

る
、
要
す
る
に
考
え
方
の
き
り

か
え
だ
、
 一
番
問
題
に
な
る
の

は
仕
事
、
休
日
で
あ
る
が
、
そ

の
気
持
に
な
れ
は
で
き
る
は
づ

で
あ
る
、
こ
れ
か
ら
は
学
生
も

就
職
者
も
多
く
な
る
か
ら
、
帰

郷
し
た
時
に
一
家
揃
つ
て
正
月

が
で
き
る
し
、
世
の
中
の
諸
事

情
か
ら
も
新
正

一
本
に
賛
成
で

あ
る
。
 （
農業
、
二
十
三
才
）
 

③
 
出
稼
き
や
町
に
行
つ
て

い
る
子
供
が
新
に
正
月
を
す
る
 

さ
い
。
 お
嫁
さ
ん
達
の
里
帰
り

も
新
正
月
で
や
る
こ
と
に
し
て

関
係
町
村
の
婦
人
会
に
依
頼
し

て
、
行
つ
た
り
、
来
た
り
さ
せ

て
も
ら
う
こ
と
に
し
て
あ
り
ま

す
。
 

今
年
も
又
ど
う
し
て
も
旧
正

月
で
祝
う
人
は
、
 ハ
ガ
キ
で
お

！
嫁
さ
ん
の
行
つ
て
る
家
、
来
て

い
る
家
に
知
ら
せ
て
や
つ
て
く

だ
さ
い
。
 

五
所
川
原
婦
人
会
連
絡
協
議
会

五
所
川
原
市
内
各
地
区
婦
人
会
 

原
子
、
雨
森
永
一
氏
を
満
場
で

推
せ
ん
し
ま
し
た
。
 

同
氏
は
明
治
三
十
七
年
一
月

十
四
日
生
れ
、
旧
七
和
村
出
身

昭
和
十
五
年
か
ら
七
和
消
防
団

員
と
な
り
そ
の
後
同
村
団
長
に

就
任
、
ま
た
昭
和
十
七
年
か
ら

四
期
七
和
村
議
、
合
併
後
昭
和

三
十
年
か
ら
三
十
四
年
ま
で
市

消
防
団
副
団
長
と
し
て
活
躍
。
 
 

の
で
、
旧
正
で
は
二
重
経
費
に

な
る
。
（
農
業
、
五
十
四
才
）
 

④
 
新
旧
ど
ち
ら
で
も
よ
い

が
、
 一
回
に
し
た
い
。
 

（
公
務員
、
五
十
九
才
）
 

な
ど
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
 

ま
た
反
対
に
旧
正
希
望
は
 

①
 
旧
正

一
本
で
小
正
月
を

廃
止
し
た
方
が
よ
い
。
 

（
教
員
、
四
十
七
才
）
 

②
 
旧
正
に
す
れ
ば
諸
作
業

も
か
た
づ
き
、
気
温
も
よ
く
、
 

ゆ
つ
く
り
し
た
気
分
に
な
れ
る
 

（
農
業
、
五
十
七
才
）
 

③
 
新
旧
ど
ち
ら
で
も
よ
い

が
、
県
全
体
で

一
本
化
し
た
い
 

（
農
業
、
二
十
七
才
）
 

④
 
稲
の
整
理
、
り
ん
ご
の

荷
造
り
、
出
荷
で
新
正
は
忙
し

い
、
旧
正
は

一
番
暇
な
時
で
気

楽
に
休
め
る
。
 

（
農
業
、
五
十
六
才
）
 

な
ど
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
 

送
 
り
 
主
 
は
 

い
 
づ
 
こ
 
に
 

市
福
祉
事
務
所
に
毎
月
『
少

な
い
お
金
で
す
が
貧
し
い
人
の

た
め
に
用
い
て
く
だ
さ
い
』
と

手
紙
を
入
れ
て
お
金
を
送
つ
て
 

来
て
い
る
奇
特
な
人
が
お
り
ま

す
送
り
主
は
 
「
小
さ
な
主の
し

も
べ
』
と
な
つ
て
お
り
、
手
紙

に
は
必
ず
聖
書
の
一
節
が
書
か

れ
て
お
り
ま
す
。
 

あ
わ
た
だ
し
い
年
の
瀬
に
な

り
ま
す
と
、
こ
う
し
た
奇
特
な

方
の
親
切
が
し
み
じ
み
と
身
に

し
み
、

人
A
の
心
に
ぬ
く
も
 hノ

を
与
え
ま
す
。
 

同
所
で
は
こ
の
送
り
主
に
お

礼
を
し
た
い
と
送
り
主
を
さ
が

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
心
あ
た

り
の
方
は
市
福
祉
事
務
所
に
お

知
ら
せ
ね
が
い
ま
す
。
 

(3) 
"“旧“""'"""""'"""""""""“ーー’"“■“"“』“"""""""""""""""""""""“ー“""""‘叫“・“"“ー一・“'""“一・・・ー““一一・；・・“・・・‘“・h・・”“"""""“一“""""”・ーー・”・・・“・・・“・“"”・“'"""""“・“・“・，.”．ー・”．'"","'"" 	 ".．一”“ーー” 

正
月
は
新
暦
で
 

市
婦
連

で
呼
び
か
け
 

市
 
消
 
防
 
団
 
長
 
に
 

雨

森
氏

き

ま

る
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三
兆
二
三
四
〇
億
円
 
（
三十
八

年
七
月
三
十

一
日
現
在
）
う
ち

五
十

ー
パ

ー
セ
ソ
ト
が
郵
便
貯

金
で
す
。
 

郵
便
局
で

は
年
末

年
始

郵
便
貯
金

増
強

運
動
を

実
施
し

て
い
ま
す
 

供
米
代
金
、
ポ

ー
ナ
ス
は
安
全
 

有
利
、
便
利
、
三
拍
子
そ
ろ
つ

た
郵
便
貯
金
が
ピ
ツ
タ
リ
で
す

…
無
税
i

非
課
税
貯
蓄
の
手
続

を
す
る
必
要
あ
り
ま
せ
ん
o
 

一
 東北六県の運用部資金 

ネ土奏厚生
病院房グ

糾鰍 朴、， 

タ夢 
戸
，
 

防犯心得 

6 カ 条 

民
間
の
金
融
機
関
で
は
預
金

を
企
業
や
個
人
に
貸
付
、
企
業

的
に
運
用
し
て
い
ま
す
が
、
郵

便
貯
金
は
い
つ
た
ん
大
蔵
省
の

資
金
運
用
部
に
は
い
つ
て
、
そ

こ
か
ら
国
の
財
政
投
融
資
計
画

に
も
と
づ
い
て
県
や
市
町
村
に

貸
し
出
さ
れ
ま
す
。
 

こ
の
運
用
部
資
金
は
総
額
で
 

十
二
月
に
は
外

出
す
る
機
会
が

多
く
な
り
、
ま

た
忘
年
会
な
ど

で
帰
宅
す
る
時

間
の
お
そ
く
な
 

る
こ
と
も
あ
り
ま
し
よ
う
。
 

特
別
警
戒
は

お
こ
な
わ
れ
て

お
り
ま
す
が
、

一

つ
ぎ
の
防
犯
心

得
六
カ
条
に
各

人
が
留
意
し
た

い
も
の
で
あ
り

ま
す
。
 

①
押
し

売

り

ー
う
つ
か
り

同
情
は
禁
物
。
居
直
り
強
盗
に

な
り
か
ね
な
い
か
ら

一
人
で
る

す
番
し
て
い
て
も
大
勢
い
る
よ

う
に
ふ
る
ま
い
、
危
険
を
感
じ
 

た
と
え
ば
皆

さ
ん
の
町
や
村

の
学
校
、
病
院

等
の
建
築
、
道

路
や
橋
、
ガ
ス

電
気
、
上
下
水

道
な
ど
の
施
設

住
宅
建
設
、
災

害
復
旧
な
ど
社

会
の
た
め
に
い

ろ
い
ろ
な
事
業

に
つ
か
わ
れ
て

い
る
の
で
す
。
 

こ
の
よ
う
に

郵
便
貯
金
は
、
 

皆
な
の
財
産
づ

く
り
の
お
手
伝

を
し
て
い
る
ば

か
り
で
な
く
、
 

国
づ
く
り
、
町

や
村
づ
く
り
に
 

な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
あ

り
ま
わ
り
ま
わ
つ
て
皆
さ
ん
の

お
役
に
立
つ
て
い
る
の
で
す
。
 

あ
な
た
の
貯
金
が
ふ
え
れ
ば
、
 

そ
れ
だ
け
学
校
が
建
ち
橋
が
か
 

少
額
の
も
の
を
買
つ
て
帰
ら
せ

て
か
ら
警
察
に
至
急
通
報
す
る

よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。
 

②
し

の
び
込
み

h

外
出
の

際
は
金
銭
や
貴
重
品
は
カ
ギ
の

か
か
る
と
こ
ろ
に
分
散
し
て
お

き
、
家
を
長
時
間
あ
け
る
時
に
 

た
時
は
近
所
に
お
ね
が
い
す
る

③

ゆ
す
り

u

強
引
な
寄
附

と
か
無
理
に
正
月
飾
り
を
し
て

金
銭
を
強
要
す
る
よ
う
な
も
の

が
あ
つ
た
ら
警
察
に
届
け
る
よ

う
に
し
ま
し
よ
う
。
 

④
か

つ
ば
ら

い

廿
酔
っ
て

道
ば
た
ゃ
駅
に
寝
て
い
る
と
介

抱
す
る
と
み
せ
か
け
て
カ
パ
ン

や
さ
い
ふ
を
盗
む
も
の
が
あ
り

ま
す
酔
う
く
せ
の
あ
る
人
は
大

事
な
も
の
を
持
ち
歩
か
な
い
こ

と
、
知
人
に
自
宅
ま
で
送
つ
て
 

も
ら
う
こ
と
。
 

⑤
ス

リ

廿
デ

パ
ー
ト
や
駅
、
 

金
融
機
関
の
近

く
に
は
集
団
や

暴
力
の
ス
リ
が

必
ず
い
る
も
の
 

と
仮
定
し
て
ボ
ン
ヤ
リ
歩
か
な

い
こ
と
。
 

⑥
詐
偽

廿
つ
り
銭
詐
偽
や
、
 

ニ
セ
店
員
、
ニ
セ
集
金
人
が
横

行
す
る
か
ら
念
を
入
れ
る
こ
と
 

准
看
護
婦
生

徒
募
集
 

市
立
西
北
中
央
病
院
附
属
准

看
護
学
院
で
は
三
十
九
年
度
准

看
護
婦
生
徒
を
募
集
し
て
加

ま
す
。
 

入
学
資
格
は
新
制
中
学
校
卒

業
以
上
で
十
八
才
未
満
の
身
体

強
健
な
方

（
昭
和
三
十
九
年
三

月
卒
業
見
込
み
の
者
を
含
む
）
 

願
書
締
切
期
日
は
昭
和
三
十

九
年

一
月
三
十

一
日
ま
で
、
願

書
提
出
先
は
市
立
西
北
中
央
病

院
附
属
准
看
護
学
院
と
な
つ
て

お
り
ま
す
。
 

な
お
く
わ
し
い
こ
と
に
つ
い

て
は
市
立
西
北
中
央
病
院
附
属

准
看
護
学
院
に
お
間
合
せ
く
だ

さ
い
。
 

不
幸
な
人
た
ち
は
私
た
ち
の
周

辺
に
も
た
く
さ
ん
お
り
ま
す
。
 

親
を
失
つ
た
不
幸
な
子
ど
も
、
 

仕
事
が
な
く
て
困
つ
て
い
る
人

病
の
た
め
療
養
し
て
い
る
人
た

ち
、
こ
う
し
た
人
た
ち
に
も
楽

し
い
正
月
を
迎
え
さ
せ
て
や
り

た
い
も
の
で
す
市
福
祉
事
務
所

で
は
、
こ
の
よ
う
な
恵
ま
れ
な

い
人
々
の
た
め
に
十
二
月
一
日

か
ら
歳
末
助
け
合
い
運
動
を
お

こ
な
つ
て
お
り
ま
す
の
で
、
み

な
さ
ん
の
暖
か
い
ご
協
力
を
お

ね
が
い
し
ま
す
。
 

年
賀
電
報
受
付
開
始
 

五
所
川
原
電
報
電
話
局
で
は
年

賀
電
報
を
十
五
日
か
ら
受
付
け

し
て
お
り
ま
す
。
 

係
か
ら

お
わ
び
 

十
一
月
二
十
五
日
付
発

行
の
市

政
ニ
ユ
ー

ス
の
発
行
番
号
が
九

十

一
号
と
な
つ
て
い
ま
す
が
、
 

一
〇
一
号
の
ま
ち
が
い
で
し
た

の
で
訂
正
い
た
し
ま
す
。
 

あなたの郵便貯金は 

こんなに役立っている 

け
ら
れ
、
明
る
く
住
み
よ
い
郷
 
上

を
見
て
も
限
り
な
い
。
と

土
を
つ
く
る
の
で
す
。
 

同
時
に
下
を
見
て
も
限
り
な
い
 

戸
締

り
に
注
意
を
 

1
2月
は
犯
罪
の
月
 歳

末
助

け
合

い
運

動
 

不
幸
な
人
に
愛

の
手
を
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